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社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 地 域 経 済 の 発 展 に 貢 献 致 し ま す

笠 間 市 建 設 業 協 力 会

特 集 ／ 山 口 伸 樹 笠 間 市 長 6 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

未 来 に 向 け 「 安 心 」・「 成 長 」・「 挑 戦 」
～ オ ー ル 笠 間 で 市 勢 発 展 に 取 り 組 む ～

齢 化 な ど に よ り 地 方 は 疲 弊し て い る 。 そ う し た 中 、 行政 と し て 市 民 の 皆 さ ま が 疲弊 を 感 じ る こ と の な い 、 元気 が 出 る 施 策 を 展 開 し な けれ ば な ら な い 。　
最 も 重 要 な の は 、 地 域 経

済 を 回 し 、 所 得 を 上 げ る こと 。 地 域 の エ ン ジ ン と な る工 業 団 地 な ど へ の 企 業 誘 致を は じ め 、 起 業 や 創 業 の 誘導 ・ 支 援 を 強 力 に 進 め て いき た い 。　
ま た 、 本 市 は 栗 や 花 き な

ど を は じ め と す る 農 業 、 笠間 稲 荷 や 陶 炎 祭 な ど の 観 光産 業 が 盛 ん だ が 、 こ れ ら をさ ら に 稼 げ る も の に し て いき た い 。 そ し て そ の 勢 い を個 人 商 店 な ど に も 波 及 させ 、 ま ち 全 体 が 元 気 に な るよ う に し て い き た い 。　
さ ら に 、 ダ イ バ ー シ テ ィ

（ 多 様 な 人 材 の 育 成 ・ 確 保 ）

館 や 公 民 館 、 地 域 福 祉 セ ンタ ー と い っ た 公 共 施 設 が 点在 し て お り 、 将 来 的 に こ れら を ど う す る の か 考 え て いく 必 要 が あ る 。　
今 あ る 施 設 は 当 時 の ニ ー

ズ に 沿 っ て つ く ら れ た もの で 、

2 0年 、

3 0年 と 経 過 す

れ ば 当 然 ニ ー ズ も 違 っ て くる 。 そ う し た も の を 今 の 時代 に ふ さ わ し い も の に 変 えて い く 必 要 が あ る 。　
民 間 活 力 の 活 用 も 視 野 に

入 れ 、 ま ず は ど の よ う な 形で に ぎ わ い を 創 出 で き る か住 民 ア ン ケ ー ト な ど を 実 施し て い く 。 コ ス ト の 問 題 もあ る の で 、 タ イ ミ ン グ を 見な が ら 構 想 づ く り に 着 手 して い き た い 。　
移 転 が 決 ま っ た 県 立 中 央

病 院 の 跡 地 利 用 に つ い ては 、 県 の 基 本 構 想 、 基 本 計画 の 策 定 状 況 や 整 備 へ の 動き を 見 定 め る 必 要 が あ る 。ま と ま っ た 土 地 で あ り 、 個人 的 に は 人 口 増 加 や 、 医療 、 Ｉ Ｔ 関 係 な ど の 人 材 育成 に つ な が る よ う な 利 用 方法 が 望 ま し い と 考 え て い

る 。　

－ 学 校 の 適 正 配 置 に つ い

て は　
児 童 生 徒 数 の 減 少 を 受 け

て 、 昨 年 ３ 月 に 学 区 審 議 会か ら 最 適 な 学 校 規 模 や 教 育環 境 に つ い て 答 申 が 示 さ れた 。 本 年 度 は 第 ２ 期 市 立 学校 適 正 規 模 ・ 適 正 配 置 実 施計 画 の 策 定 に 向 け て 、 意 見交 換 会 や パ ブ リ ッ ク コ メ ント な ど を 通 じ 、 広 く 市 民 の皆 さ ま の ご 意 見 を 伺 い な がら 、 将 来 の 再 編 の あ り 方 や具 体 的 な 手 法 な ど を ま と めて い く 。 で き れ ば 今 秋 ご ろま で に 方 向 性 を 打 ち 出 し てい き た い 。　

－ 建 設 業 者 へ メ ッ セ ー ジ

を　
建 設 業 は 地 域 に な く て は

な ら な い 存 在 。 日 頃 の イ ンフ ラ 整 備 は も ち ろ ん 、 東 日本 大 震 災 や ゲ リ ラ 豪 雨 、 ある い は 除 雪 や 倒 木 、 破 裂 した 水 道 管 の 対 応 な ど 、 災 害協 定 に 基 づ き 迅 速 な 応 急 復旧 に ご 尽 力 い た だ き 本 当 に助 か っ て い る 。　
今 後 も 信 頼 関 係 を 保 ち な

が ら 、 行 政 と し て サ ポ ー トで き る と こ ろ は サ ポ ー ト して い き た い 。　
業 界 の 喫 緊 の 課 題 と し て

人 材 の 確 保 と 育 成 が あ る かと 思 う が 、 し っ か り と 人 材を 確 保 ・ 育 成 し て 会 社 の 成長 に つ な げ て い た だ き たい 。 本 市 で は 外 国 人 材 の 受け 入 れ を 積 極 的 に 進 め て いる 。 担 い 手 に 外 国 人 材 を 活用 す る な ど し 、 魅 力 あ る 建設 業 と し て 社 業 の 発 展 に 取り 組 ん で い た だ き た い 。

い き た い 。　

－ ６ 期 目 の ４ 年 間 に つ い

て　
オ ー ル 笠 間 の 体 制 で 、 緊

張 感 を 持 っ て ス ピ ー デ ィ に市 勢 の 発 展 に 取 り 組 ん で いく 。 こ の ４ 年 間 は 特 に 重 要に な る 。 で き る こ と は 全 てや り 尽 く し 、 結 果 を 求 め てい き た い 。　
本 年 度 は 暮 ら し の 前 提 と

な る 安 心 と 安 全 の 確 保 を 図り な が ら 、 変 化 に 強 く 未 来に 期 待 の も て る 笠 間 市 の 構築 に 向 け 、  「 未 来 に 向 け た笠 間 市 の 形 成 」  「 若 者 ・ 子育 て ・ 笠 間 暮 ら し の 向 上 」「 地 域 を 支 え る 強 い 産 業 育成 と 支 援 」
－ の ３ つ を 重 点

プ ロ ジ ェ ク ト と し て 設 定 した 。　
新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 は 落 ち 着 い た が 、 少 子 高

の 推 進 、 デ ジ タ ル 化 の 推進 、 脱 炭 素 社 会 の 実 現 な どに 取 り 組 み 、 誰 も が 自 分 の力 を 発 揮 で き る ま ち づ く りを 目 指 し て い き た い 。　

－ ま ち づ く り の 方 向 性 を

教 え て く だ さ い　
３ 地 区 の 均 衡 あ る 発 展 に

向 け て 、 都 市 基 盤 の 機 能 を向 上 さ せ る こ と が 重 要 に なる 。 災 害 ・ 緊 急 時 の 対 応 強化 な ど を 目 的 と し て 、 北 関東 自 動 車 道 笠 間 パ ー キ ン グエ リ ア で ス マ ー ト イ ン タ ーチ ェ ン ジ の 整 備 を 進 め て いる が 、 国 な ど と 連 携 し て 早期 の 供 用 を 目 指 し て い き たい 。　
開 通 す れ ば 北 関 東 や 東 北

な ど か ら の 利 便 性 が 飛 躍 的に 向 上 す る 。 特 に 陶 炎 祭 の時 期 な ど は 周 辺 道 路 の 渋 滞が 著 し く 、 国 道

5 0号 や 国 道

３ ５ ５ 号 の 混 雑 区 域 を 避 ける 新 た な ル ー ト が 確 保 で きれ ば 、 観 光 地 へ の ア ク セ ス向 上 や 周 辺 渋 滞 の 緩 和 に つな が る だ ろ う 。　
道 路 関 係 で は （ 仮 称 ） 鯉

淵 南 友 部 線 の 早 期 完 成 に も取 り 組 ん で い く 。 友 部 地 区は 鉄 道 の 線 路 で 南 北 に 分 断さ れ て お り 、 現 在 は 高 架 橋が １ つ し か な い 。　
新 た な 高 架 橋 が で き る こ

と で 渋 滞 緩 和 や 利 便 性 向上 、 災 害 時 の 輸 送 経 路 確 保が 期 待 で き る 。 本 年 度 は 測量 を 行 い 、 来 年 度 か ら 用 地取 得 や 物 件 補 償 に 着 手 し 、
2 9年 度 以 降 に 着 工 す る 見 通

し だ 。　
地 域 の に ぎ わ い づ く り と

し て は 、 庁 舎 の あ る 友 部 地区 で 「 ま ち づ く り の 芯 」 をつ く り た い と 考 え て い る 。周 辺 に は 老 朽 化 が 進 む 図 書

　

－ こ れ ま で の ５ 期 を 振 り

返 っ て　
旧 笠 間 市 ・ 友 部 町 ・ 岩 間

町 の 合 併 以 来 、 市 民 の 皆 さま に 支 え て い た だ き 、 こ れま で 市 長 と し て 様 々 な 施 策を 実 施 し て き た 。 道 の 駅 やム ラ サ キ パ ー ク か さ ま な どの 整 備 を 通 じ て 交 流 人 口 の拡 大 を 図 る と と も に 、 茨 城中 央 工 業 団 地 へ の 企 業 誘 致な ど 、 地 域 を 活 性 化 さ せ る取 組 も 進 め て き た 。　
こ の

2 0年 で 社 会 情 勢 は 大

き く 変 化 し 、 人 口 減 少 や 少子 高 齢 化 な ど の 課 題 も 表 面化 し て き て い る が 、 お か げさ ま で ２ ０ ２ ５ 年 の 出 生 数は ３ ０ ４ 人 と な り 、 ６ 年 ぶり に 増 加 に 転 じ た 。 社 会 動態 で も 人 口 は ２ ２ ５ 人 増 で
2 2年 か ら 転 入 超 過 が 続 い て

い る 。　
わ ず か で あ っ て も 子 ど も

が 増 加 し た 意 味 合 い は 非 常に 大 き い 。 こ れ が 単 年 で 終わ ら ぬ よ う 、 引 き 続 き 子 育て 支 援 を は じ め 、 教 育 、 保健 ・ 福 祉 、 都 市 基 盤 な ど の施 策 の 強 化 ・ 充 実 を 図 っ て

　
山 口 伸 樹 氏 は ２ ０ ０ ６ 年 の 笠 間 ・ 友 部 ・ 岩 間 の ３ 市 町 合 併 に 伴 う 市 長 選 で 初

当 選 。 こ と し ４ 月 の 笠 間 市 長 選 挙 で は 「 市 民 と と も に 、 安 心 ・ 成 長 ・ 挑 戦 のま ち へ 」 を 掲 げ 、 ６ 期 目 の 当 選 を 果 た し た 。 こ れ ま で 道 の 駅 や 国 内 最 大 級 の スケ ー ト ボ ー ド 施 設 『 ム ラ サ キ パ ー ク か さ ま 』 の 開 業 や 、 茨 城 中 央 工 業 団 地 へ の企 業 誘 致 な ど 、 強 い リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し て き た 。  「 未 来 に 向 け た 笠 間 市 づく り 」 を 重 点 課 題 と し て 設 定 す る 山 口 氏 に 、 こ れ か ら の ４ 年 間 の 事 業 展 望 な どを 聞 い た 。

友 部 地 区 を ま ち づ く り の 芯

企 業 誘 致 や 起 業  ・  創 業 支 援

山 口 伸 樹 （ や ま ぐ ち ・ し ん じ ゅ ）

１ ９ ５ ８ 年

1 0月

1 2日 生 ま れ 。

6 7才 。 国 士 舘 大 学 政 経 学 部 卒 。

9 0年

に 県 議 会 議 員 に 初 当 選 、 そ の 後 ４ 期 連 続 で 当 選 を果 た す 。 趣 味 は 磯 釣 り 。 健 康 づ く り の た め 、 夜 間に １ 時 間 ほ ど ウ オ ー キ ン グ を し て い る 。 好 き な 言葉 は 母 校 の 校 訓 、 『 気 魄 』  。  「 何 事 も 『 で き る 』 とい う 気 持 ち で 取 り 組 め ば 成 し 遂 げ ら れ る 」

◆ プ ロ フ ィ ー ル ◆

㈱ 愛 郷 園

岩 倉 緑 化 産 業 ㈱

㈱ イ ワ オ 石 材

㈲ 大 枝 建 設

㈱ 柿 の 木 坂 造 園

笠 間 重 機 土 木

㈱ 久 工

㈲ 郡 司 組

㈲ 小 池 工 務 店

㈱ ゴ ミ タ

㈲ 清 水 工 務 店

昭 和 造 園 土 木 ㈱

㈱ ス ガ ハ ラ

仙 波 建 設 ㈱

㈱ 高 田 工 務 店

㈱ 田 中 造 園 土 木

㈱ タ カ タ

友 常 石 材 ㈱

㈲ 中 島 工 務 店

㈲ 長 谷 川 工 業

㈲ ヒ ラ ヤ マ 建 設

㈱ 福 原 石 材 工 業

㈲ ホ ウ メ イ 工 業

㈲ 山 口 設 備

会 　 長 　 清 水 　 恵 二

副 会 長 　 高 橋 　 　 智

副 会 長 　 小 松 崎 　 卓

副 会 長 　 仙 波 　 秀 教

事 務 局 長 　 杉 田 　 周 平

㈱ 阿 部 建 設

㈱ イ チ ゲ 電 設

㈱ 海 老 重 建 設

大 平 建 設 ㈱

㈱ 大 平 造 園 土 木

㈱ カ ワ イ

㈲ 川 井 造 園 土 木

㈱ 久 栄

㈲ 佐 藤 設 備 工 業

㈲ サ ン  ・  ペ イ パ ー

㈲ 鈴 木 緑 化 建 設

須 藤 建 設 ㈱

㈱ セ イ ワ

㈱ 大 信 建 商

日 本 営 繕 工 業 ㈱

㈱ フ カ ツ ー

㈲ モ リ タ 建 設

㈲ 横 手 造 園

芳 野 工 業 ㈱

㈱ 拓 実

川 根 設 備 工 業 ㈱

川 又 土 木

小 松 崎 建 設 ㈱

㈱ 柴 山 土 建

㈱ 嶋 建

㈱ 根 本 金 物 店

ミ シ マ 工 業 ㈱

㈱ 美 野 里 建 設

横 倉 工 務 店 ㈱

和 多 屋 建 設 工 業 ㈱

全 5 4 社
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